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VLR Lab.
先行自治体によるレポート、立地や規模、重点目標
といった情報をオンラインで一元的に紹介

VLR概況2020年版
先行自治体のVLRの概況
とりまとめ

下川VLRメソッド
下川町のVLRプロセスを
基礎としたVLRの方法解説

VLR策定支援

対外発信
IISDへの記事投稿、
海外イベント実施等



VLRの形式、特出ししているトピックや
優先的にハイライトしているSDGsの
ゴールなどは各都市によって異なっている。
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ただし、UNDESAが発行している
国連のVNRハンドブックの内容を
意識して構成されているものが多い。
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VNRハンドブックで提案されているレポート構成

オープニングステートメント（首長あいさつ）

ハイライト（サマリー）

イントロダクション（国のコンテクスト）

レビューの準備、プロセス

政策と可能にする環境（Enabling environment)

(a) SDGsのオーナーシップ

(b) SDGsの政策への反映

(c) 経済・社会・環境３側面の統合

(d) 誰一人取り残さない

(e) 体制・組織

(f) 構造的課題（外部要因による課題に対してどう対応するか）

進捗とターゲット

実施の方法（資金面も含む）

結論、次のステップ

参考資料：データなど
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VNRハンドブックで示されたレポート構成とVLRで言及されている項目の比較



現状のVLRのタイプは大きく２つ

① 現状の政策・事業や指標を、SDGsと
結びつけ/SDGsの視点から整理したもの

→ニューヨーク、ヘルシンキなど（現状の計画を整理）

→浜松市
ー SDGsと総合計画の関係を整理。
ー 目標年度からバックキャストして策定された

総合計画は、SDGsとも親和性が高い。

② SDGsを手掛かりに、総合計画を策定（改訂）したり、予算編成
をするなど、SDGsを内部化。そのような過程にステークホル
ダーを巻き込み。

→下川町、ブリストル
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レビューで取り上げるSDGsのゴールは、
17の全てのゴールに触れることが

推奨される。

他方、

国の優先ゴールやターゲットをより詳細に
分析、ギャップや課題を抽出することが重要。



99



1010

VNRをより意義のあるものにでき
る構成要素例として挙げられてい
るもの：

包摂性、参加、透明性、エビデン
スベース、具体的なソリューション
や教訓、具体的なアクション
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国連のVNRフォーマットを踏襲した
レポート構成（日本の自治体の例）

VLR
市長あいさつ

ハイライト（要約）

イントロダクション（自治体の概要、背景）

レビュープロセス

SDGsのオーナーシップ

SDGsの政策への反映・国の政策との整合性

３側面の統合（経済・社会・環境）

誰一人取り残さない

体制・組織

（オプショナル）

構造的課題（自治体だけでは解決できないよ
うな課題に対してどう対応するか）

進捗とターゲット

実施の方法（資金面も含む）

結論、次のステップ

2018年に作成された
日本の自治体のVLRレポートは、
SDGs未来都市計画をベースに策
定されたもの

SDGsの重要な要素、VLRで取り扱うト
ピックが提案書項目に含まれていたため、
日本の自治体のVLRレポート作成のベー
スとさせていただいた。
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進捗評価シートの内容＝VLRといえるのでは？

・重要な項目がすでに含まれている
（No One Left Behind、三側面の統合、
パートナーシップ、優先目標、etc..）

・進捗が設定された指標に基づき評価されている。
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